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  №21-037 
2021 年 7 月 1 日 

【コピー、転送、回覧など多くの人にお渡しください。各団体各地の活動をお知らせ下さい】 
 

土
地
利
用
規
制
法
の
検
討
を
求
め
る
意
見
書
可
決 

 

廃
止
を
求
め
る
世
論
を
大
き
く 

土
地
利
用
規
制
法
を
施
行
す

る
こ
と
な
く
，
更
な
る 

検
討
を
求
め
る
意
見
書 

 

い
わ
ゆ
る
土
地
利
用
規
制
法
が
６

月
１
６
日
，
参
議
院
で
可
決
，
成
立

し
た
。
こ
の
法
は
，
政
府
が
安
全
保

障
上
重
要
と
す
る
全
国
の
米
軍

・
自

衛
隊
施
設
な
ど
の
周
辺
と
国
境
離
島

等
に
暮
ら
す
全
住
民
を
監
視
対
象
に

し
，
土
地

・
建
物
の
利
用
を
中
止
さ

せ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ

る
。  

法
に
よ
る
と
，
内
閣
総
理
大
臣
は
，

米
軍
や
自
衛
隊
の
施
設
，
海
上
保
安

庁
の
施
設
，
原
発
な
ど

「重
要
施
設
」

の
周
囲
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
国
境

離
島
等
を

「注
視
区
域
」
に
指
定
し
，

そ
の
区
域
内
の
土
地

・
建
物
の
所
有

者
や
賃
借
人
な
ど
全
て
の
住
民
を
調

査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
，

「重
要
施
設
」
や
国
境
離
島
等
の
「機

能
を
阻
害
す
る
行
為
」
や
そ
の

「明

ら
か
な
お
そ
れ
」
が
あ
れ
ば
，
利
用

中
止
の
勧
告

・
命
令
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
さ
ら
に
，

「注
視
区
域
」

の
う
ち
特
に
重
要
と
み
な
す
も
の
は

「特
別
注
視
区
域
」
に
指
定
し
，
そ

の
区
域
内
の
一
定
面
積
以
上
の
土

地

・
建
物
の
売
買
に
事
前
の
届
出
を

義
務
付
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。  

こ
の
法
の
重
大
な
問
題
は
，
ど
こ

で
誰
を
ど
の
よ
う
に
調
査

・
規
制
す

る
の
か
と
い
う
核
心
部
分
を
全
て
政

府
に
白
紙
委
任
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。

「注
視
区
域
」
や

「特
別
注
視

区
域
」
を
ど
う
い
う
基
準
で
指
定
す

る
の
か
，

「重
要
施
設
」
や
国
境
離

島
等
の

「機
能
を
阻
害
す
る
行
為
」

や
そ
の

「明
ら
か
な
お
そ
れ
」
を
ど

う
判
断
す
る
の
か
，
住
民
に
ど
の
よ

う
な
調
査

・
規
制
を
行
う
の
か
具
体

的
な
こ
と
は
法
に
全
く
書
か
れ
て
お

ら
ず
，
政
府
の
裁
量
任
せ
で
あ
る
。  

こ
の
こ
と
に
よ
り
，
調
査
の
範
囲

が
住
民
の
職
歴
や
思
想
信
条
，
家

族

・
交
友
関
係
に
ま
で
広
が
る
お
そ

れ
や
，
沖
縄
県
の
辺
野
古
新
基
地
建

設
に
抗
議
す
る
座
り
込
み
な
ど
の
活

動
も
規
制
の
対
象
に
な
る
危
険
性
が

あ
る
。  

よ
っ
て
，
国
に
お
い
て
は
，
同
法

を

一
定
期
間
施
行
す
る
こ
と
な
く
，

そ
の
間
に
お
い
て
更
な
る
検
討
を
行

う
こ
と
を
強
く
求
め
る
。  

以
上
，
地
方
自
治
法
第
９
９
条
の

規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

旭
川
市
議
会 

 

北
海
道
旭
川
市
議
会
は
６
月
25

日
、
「土
地
利
用
規
制
法
を
施
行
す

る
こ
と
な
く
、
更
な
る
検
討
を
求
め

る
意
見
書
」

（別
記
）
が
共
産
、
民

主
、
無
党
派
Ｇ
、
無
所
属
の
賛
成

16
、
自
民
、
公
明
の
反
対
16

で
、

可
否
同
数
と
な
り
、
議
長

（民
主
）

採
決
で
可
決
し
ま
し
た
。 

意
見
書
は
政
府
が
安
全
保
障
上
重 

要
と
す
る
全
国
の
米
軍

・
自
衛
隊

施
設
な
ど
の
周
辺
と
国
境
離
島
等

に
暮
ら
す
全
住
民
を
監
視
対
象
に

し
、
土
地

・
建
物
の
利
用
を
中
止

さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の

で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
そ

の
区
域
内
の
土
地

・
建
物
の
所
有

者
や
す
べ
て
の
住
民
を
調
査
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
し
、
ど
こ
で
誰

を
調
査

・
規
制
す
る
の
か
、
核
心

部
分
を
政
府
に
白
紙
委
任
し
、
政

府
の
裁
量
任
せ
に
し
て
い
る
と
述

べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
規
制
法
が

沖
縄
県
の
辺
野
古
新
基
地
建
設
に

抗
議
す
る
座
り
込
み
な
ど
の
活
動

も
規
制
の
対
象
に
な
る
危
険
性
が

あ
る
と
強
調
し
て
い
ま
す
。 

土
地
利
用
規
制
法
の
廃
止
を
求

め
る
意
見
書
は
6
月
18

日
、
沖
縄

県
北
谷
町
で
可
決
さ
れ
て
い
ま

す
。
全
国
で
同
法
の
具
体
化
を
許

さ
ず
、
廃
止
を
求
め
る
世
論
を
大

き
く
広
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

安
保
が
わ
か
る
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
⑳ 

「米
中
対
決
」
と
日
米
安
保 

 
 

ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
の
菅
「大
軍
拡
」を
斬
る 

 

戦
略
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
ま
す
。 

尖
閣
問
題
を
は
じ
め
中
国
に
よ

る
覇
権
主
義
的
行
動
を
批
判
。
こ
れ

を
克
服
す
る
た
め
の
国
際
的
な
課

題
を
明
ら
か
に
し
、
「『米
中
対
決
』

で
な
く
平
和
・友
好
ア
ジ
ア
と
日
本

を
」
と
、
展
望
と
課
題
を
提
起
し
て

い
ま
す
。 

各
地
の
平
和
学
習
や
、
総
選
挙
に

む
け
た
政
策
と
運
動
の
学
習
で
の 

北 海 道 

旭川市議会 
新発売 
 

土地利用規制法案反対国会前集会(5月 28日) 

活
用
を
お
願
い
し

ま
す
。 

ブ

ッ
ク
レ
ッ
ト

は
A5

判
64

ペ
ー

ジ
で
頒
価
５
０
０

円
、
大
量
活
用
の

割

引

が

あ

り

ま

す
。
詳
細
は
、
安

保
破
棄
中
央
実
行

委
員
会
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。 

 

 

安
保
破
棄
中
央
実
行
委
員
会

は
、
新
し
い
ブ

ッ
ク
レ
ッ
ト
⑳

『
「米
中
対
立
」
と
日
米
安
保
』
を

7
月
7

日
に
発
売
し
ま
す
。 

 

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
は
、
４
月
に
お

こ
な
わ
れ
た
菅
首
相
と
バ
イ
デ
ン

大
統
領
の
日
米
首
脳
会
談
と
共
同

声
明
の
重
大
性
を
分
析
し
、
と
く

に
ア
メ
リ
カ
が
現
在
進
め
る

「イ

ン
ド
太
平
洋
戦
略
」
が
、
中
国
に

軍
事
的
に
対
抗
す
る
新
た
な
同
盟 

7 日発売 


